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現場経験を通じた「変わる力」の探求
―２人の実習生の省察的実践
（Reflective Practice）から―

日本教師教育学会第18回研究大会
（2008．9.14 於 工学院大学）

自由研究発表第4分科会第一発表
旭川大学 齋藤眞宏



１．今までの教育実習指導から

• 明らかにやる気を出せない高校生に、200ページ以上の自
作の「これさえ、暗記すれば大丈夫」式の「世界史ノート」を
配ろうとする教育実習生（やる気は高く評価したい）

• 教科書の「行間を教える」のではなく、内容を「そのまま」伝
えるだけで精一杯、あるいは勉強の仕方さえも知らない
（教科書を丸暗記していく）の教育実習生

• 生徒の悩み相談を受けて「そんなの悩んでいても仕方な
いし、もっと強くなれよ」とあっさり言ってしまう実習生（それ
がこの実習生の現実だと思うけれども、生徒だって簡単に
強くなれればこんなに悩んだりしない）

• 生徒と仲良くなるだけで満足してしまう実習生

→各実習生には自身の「枠」を「超える」意識を求める←学生
の抵抗

→日々試行錯誤／学生との「神経戦」



２．教育現場と教師

① 教育とは、うまく行くか行かないかは確率の
問題

② 教師と生徒は「異文化」に所属している

③ 教師は「独裁者」ではなく「リーダー」である

→「うまくいかない」可能性が常に存在する教育

現場で、「異文化」の生徒と向かい合うために、
「リーダー」としての「対応力」（生徒と教師の
「共生」のための、「変わる力」）が必要

→「省察的実践」（Reflective Practice）が必要



３．省察的実践（Reflective Practice）
• 省察的行為によって、私たちは個人的な英知と経験を知の客体に結び

付けることができる。その結果として主観性と客観性といった二者択一性
を超える知を構築することができる[Polany, 1958, p.300]

• 専門知識に基づいた信念から生まれる思考と行動を省察的実践は促進
する[Ciriello, Valli, and Taylor, 1992, p.100]

• （省察的実践は）一つの具体的事例を必要とするが、それはのちにまた
新しいテーマの検証につながっていく。そしてそのテーマはまた別の新し
い教室における重要な問題の検証につながり、その連続性は途切れる
ことはない。結果として省察的実践によって、（教師は）様々な教室にお
ける複雑な出来事とその背景に直面することができる。[Admiraal and 
Wubbel, 2005, p.323]

• 問題の発見、解決法の創出、その解決法の試行とその過程からの学び
が省察的実践である。さらに自分自身の振り返り、および他の教師との
人間関係を考察し、自分とは異なる知が存在することを認識することも必
要不可欠である[Parson, and Stephenson, 2005, pp.96-97]

• 経験に対する自問自答の思考であり、精神的状態と現在進行している一
連の行動を概念化する[Harrison, 2008, p.8]

私の省察的実践の定義

問題解決の過程で、自身と自分の指導を多様な視点から構築し再構築する
ために、過去の経験と、現在の環境と、学説、見識を専門職としてのアイデ
ンティティをもとに有機的に結合するための営み



４．Pultolak（1993）の縦型省察的実践

①専門的合理性段階[Technical Rationality]（＝Category1 ）
• 一定の与えられた目標に従って、与えられた教材観や教育

的知識を機械的に当てはめてる

• 自分の経験や観察のみに頼った省察を行い、制度や学説に
ついても無批判である

②実践的行為段階[Practical Action]（＝Category 2）
• それぞれの教育活動に内在している（時に互いに矛盾してい

る）教育目標の本質や指導がもたらす結果に自覚的である

• 生徒及び教師の行動が教育目標にどのように合致していた
かを分析する

• 自己の内発的な価値判断や多少の教育信念が、教育活動
に影響を及ぼす

• 数値などで「客観的」に表わされている結果をただ鵜呑みに
するのではなく、教師としての主観で解釈しようと試みる

• 自分自身の経験や観察から、教育制度や学説などに対して
しばしば懐疑的であるが、往々にしてその考えには偏見が
含まれている



③批判的省察段階[Critical Reflection](＝Category 
3)

最も高いレベルの省察的実践

• 教師としての使命感、倫理観に基づいて、自身
の教育実践において尊厳ある人間として必要な
ものを生徒に与えることができているかなどにつ
いて考察する

• 個人の偏見に左右されることなく、生徒たちに
とって有益な知や社会状況について自覚的であ
り、あらゆる学校における言動は説得力がある

• 使命感や倫理観に満ち、偏見に左右されない省
察を行う



専門的合理性段階[Technical Rationality]
（Category1 ）

•受動的教育観
•自分の経験や観察のみに頼った省察的実践
•無批判である

実践的行為段階[Practical Action]
（Category 2）

•自覚的、分析的な教育活動
•内発的な価値判断や多少の教育信念
•偏見の混在した省察的実践

批判的省察段階[Critical Reflection]
(Category 3)

•教師としての使命感、倫理観
•オープンマインド
•説得力がある言動
•使命感や倫理観に満ち、偏見に左右されない省察的実践

高

低



５．Korthagen（1985）の総合的循環型省察的実践

①実践/試行
（Action/Trial）

②実践の振り
返り

（Looking Back on the 
Action）

③本質への
気づき

（Awareness of Essential 
Aspects）

④状況を改善す
るための方法の

創出

(Creation of Alternative 
Methods)

ALACT



６．2007年度「教職ゼミ」概要
① 履修者：2名
② 現場実習実施校：公立1校（中学）、私立1校（高校）
※いずれも実習生の母校ではなかった
③ 実習内容：授業補佐（社会科および地理）
④ 実施形態
[前期]教師としての教育観の涵養
• 将来、教員になった時に生徒に何を提供できるのか
• そのために今、自分が努力できることは何か？
[後期]現場実習（7月～3月）
最初2カ月は授業参観および授業補助をした。その後10分授業から
始めて20分、30分と徐々に授業時間を長くしていった。
⑤ 実習日誌について

実習日誌は中学および高校の指導教員が必要に応じてコメントを記
入して捺印をした。提出された日誌に基づいて個別指導および演習
を行い、省察的実践を働きかけた。



７．二人の実習生の省察的実践
(1)調査手法

個別指導および演習、実習生の教職ゼミおよ
び教育実習における授業参観および授業実践
の参与観察、実習日誌から二人の学生の省察
的実践を抽出した

※個別指導と演習についてはすべて録音し、テープ起こしをし
てトランスクリプトを作成した。



(2)二人の学生の縦型省察的実践

専門的合理性および実践的行為段階の省察的
実践は見受けられるが、一番高いレベルとされ
ている、批判的省察段階は確認できなかった

①学生A 64件

専門的合理性段階（カテゴリ－1）：27件

実践的行為段階（カテゴリー2）：37件

②学生O 18件

専門的合理性段階（カテゴリ－1）：4件

実践的行為段階（カテゴリー2）：14件



(3)二人の学生の総合的循環型省察的実践

二人の学生はそれぞれ総合的、循環的な
省察的実践を行っているが、全ての省察的
実践の中でKorthagenの主張する5段階す

べてを踏まえたものは見られなかった。しか
しその後の発展は生まれている。



①学生A
課題：ヒンドゥー教およびインドの人々の生活の導入
を説明（10分間）
実践：ガンジス川での水浴、牛を世話する人の写真を
生徒たちに配布
実践の振り返り：生徒たちは写真をちらっと見るだけ
で何の関心も示さなかった
その場の本質への気づき：言及なし
状況を改善するための方法の創出：写真を見せてい
きなり説明するのではなく、「この写真は何だろう？」と問
いかければ良かった
試行／実践：実践なし
その後の変化：独りよがりの授業だったと反省。その
後の授業では生徒にプリントをやらせて、指名して答え
させるという形の授業スタイルをとるようになった。
→彼の授業の中で生徒とのインターアクションが生まれ
た



② 学生O
教育実習の一週間目の最終日（金曜日）に学級担当教諭から「君は
いてもいなくても同じだ。現場は甘くないぞ」と叱責される。

実践：話しかけたくても話しかけられない。ただその場にいるだけ
実践の振り返り：生徒がこわいから話しかけられない
その場の本質への気づき：言及なし

状況を改善するための方法の創出：最初は無視されてもいいから、
とにかく「おはよう」と声をかける。それはいわば「自分の一日のス
イッチを入れること」

試行（Trial）／実践（Action）：「おはよう」と「とにかく声をかける」
その後の変化：「とにかく普通どおりに話しかける」
→教育実習における初めての授業実践の際に生徒に授業アンケート

を実施。「よかったと思います」「特になし」と書いてくる生徒にも
「将来絶対に良い先生になりたいから、直してほしいところがあれ
ばどんどん言ってください」とコメントを返す。

→「どのように攻めれば生徒が心を開いてくれるのかと考えるように
なった」

→ 「徐々に心を開いてくれるようになってきた」



８．二人の実習生の省察的実践からの考察
(1)確認事項

省察的実践によって、二人の学生はある程度の職能的発展
を獲得した。
しかし・・・

• 縦型省察的実践においては専門的合理性および実践的
行為段階の省察的実践は見受けられるが、一番高いレ
ベルとされている、批判的省察段階は確認できなかった

• 後にそれぞれ発展は見せるものの、全ての省察的実践
の中でKorthagenの主張する総合的循環型省察的実践
の5段階すべてを踏まえたものは見られなかった

(2)結論
二人の学生の省察的実践は十分に深いものではなかった。
→学生たちは省察的実践の重要性を十分に認識していな
かった



(3)二人の実習生の省察的実践の不十分さの理由

①内発的な教育観が涵養されていない

「将来の生徒たちにどのような貢献をするのか」と
いう内発的な視点がない

→表面的な授業手法への強い関心と教師としての
教育観の軽視

②授業準備の仕方、さらに言えば勉強の仕方がわ
かっていない（＝学びの経験の不足）

→説明的知識の不足

③自身の経験への強いこだわり

→「自分自身の考え枠組み」を「変える」ことなく生
徒、指導教諭及び自分自身に向かい合っている



④ 「本当に教師になれるのか」という自分自身への疑
問、教師希望への戸惑い

「（去年の末ごろは）もう・・・自分からやっているって言う
意識が、ほとんどなくて：もう、いや、ぶっちゃけって言う
か齋藤先生にいつ辞めますっていうかずっと考えていて
（略）」（学生A）
「教職のためだから頑張ろうと思っていて：だからそれに
よって乗り越えられたこともあったんだけど、逆に犠牲に
してきたのも正直大きくて（略）３０まで頑張ってみて：そ
れでも採用試験に受からなかったらってのがあったから
（略）ただ：このつらい思いが・・・・この気の張ることが・・
あと八年続くって思った時に・・・・自分どっかで壊れない
かなって思っちゃって（略）」（学生O）
→「教職課程の中で教員になれるという道筋をどっかで
みせてほしい」（学生A）



９．今後の研究に向けて

① 大学教員の働きかけが実習生の3段階の縦
型省察的実践、および5段階の総合的循環
型省察的実践につながるかについてはさら
なる事例研究の積み重ねが必要である。も
しつながるとすればどの程度つながるのか
についても検証をする必要がある。

② 演習や個別指導、実習日誌、レポート、実習
への参与観察では見えない学生たちの省察
的実践があったと推察できる。



③ 実習日誌、個別指導など学びの方法の違い
によって、省察的実践の内容や質は変わっ
てくると予想できるために、表面にあらわれ
ている学生たちの省察的実践についてさら
なる検証が必要である。

④ 本研究では3段階の縦型省察的実践のカテ
ゴリー1および5段階の総合的循環型省察的
実践のすべての段階を踏まえていない省察
的実践を不十分とみなしたが、実習生が自
らの教育活動における重要な問題点を発見
し考察を加えることはもっと高く評価される
べきであろう。



⑤ 省察的実践は実習生の教師としての自尊
心の獲得、職業意識を発展させるのか？

⑥ 省察的実践は教育活動の質を高めるの
か？質を高めるとしたらどのように、どのくら
い質を高めるのか？

⑦ どのくらいの時間を省察的実践にかければ
いいのか？
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